
美
術
史
学
と
は
何
か

—
日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ

江
戸
時
代
前
期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
時
期
に
至
る
日
本
絵
画
史
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
考
が
発
表
さ

れ
、
美
術
史
研
究
は
大
き
な
変
動
期
に
入
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
従
来
の
日
本
近
世
近
代
絵
画
史
研
究
は
、
明

治
維
新
を
分
岐
点
と
し
て
、
近
世
絵
画
史
と
近
代
絵
画
史
と
に
分
断
さ
れ
、
と
も
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
と
明
治
以
降
の
美
術
作
品
の
連

続
性
を
無
視
す
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
江
戸
絵
画
史
を
専
門
と
す
る
研
究
者
は
、
近
代
絵
画
を
扱
わ
ず
、
近
代
絵
画
史
の
研

究
者
は
、
江
戸
の
絵
画
を
扱
わ
な
い
、
と
い
う
専
門
分
野
の
棲
み
分
け
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
幕
末
期
か
ら
明

治
期
を
ま
た
い
で
活
動
し
た
画
家
た
ち
の
作
品
が
、
研
究
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
大
坂
画
壇
の
画
家
で
い

え
ば
、
上
田
耕
沖
（
一
八
一
九
ー
一
九
―
一
）
、
玉
手
棠
洲
（
一
七
九
五
ー
一
八
七
一
）
、
玉
手
梅
洲
(
-
八
三

0
年
頃
ー
一
九
一

0
年

頃
）
、
玉
手
菊
洲
（
一
八
三
三
ー
一
九
一
四
）
、
忍
頂
寺
静
村
（
一
八0
四
ー
一
八
七
七
）
、
正
林
繭
陽
(
-
八
一
四
—
没
年
不
詳
）
、
森

一
鳳
（
一
七
九
八
ー
一
八
七
一
）
、
和
田
呉
山
（
一
八

0
0
|
―
八
七

0
)
、
森
二
鳳
（
一
八
一
九
ー
没
年
不
詳
）
、
魚
住
荊
石
（
生
年
不

美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1
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美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1

詳
ー
一
八
八
0
)
、
西
山
完
瑛
(
-
八
三
四
ー
一
九
0
五
）
、
田
結
荘
千
里
(
-
八
一
五
—
一
八
九
六
）
、
橋
本
青
江
(
-
八
ニ
―
—
―
八

九
八
）
、
久
保
田
桃
水
（
一
八
四
―
|
―
九
―
―
)
、
深
田
直
城
(
-
八
六
―
|
―
九
四
七
）
ら
の
名
前
が
浮
か
ぶ
。
幕
末
期
に
す
で
に

亡
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
や
は
り
同
時
代
の
西
山
芳
園
(
-
八

0
四
ー
一
八
六
七
）
に
い
た
っ
て
は
、
日
本
の
美
術
館
・
博
物
館
に
お

い
て
は
長
ら
く
軽
視
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
英
博
物
館
な
ど
の
海
外
の
美
術
館
に
代
表
作
の
多
く
が
収
蔵
さ
れ
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
大
坂
画
壇
の
研
究
に
つ
い
て
い
え
ば
、
日
本
で
は
専
門
の
日
本
美
術
史
家
で
も
、
そ
の
名
前
さ
え
知
ら
な
い
佐
藤

魚
大
（
生
没
年
不
詳
）
、
そ
の
息
子
の
佐
藤
保
大
（
生
没
年
不
詳
）
と
佐
藤
守
大
（
生
没
年
不
詳
）
、
あ
る
い
は
山
中
松
年
（
生
年
不
詳
ー

一
八
一
九
）
や
松
本
奉
時
（
一
七
八

0
年
以
前
ー
没
年
不
詳
）
に
至
る
ま
で
、
丁
寧
な
作
品
収
集
が
行
わ
れ
て
お
り
、
早
く
か
ら
緻
密

な
研
究
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
浜
田
杏
堂
（
一
七
六
六
ー
一
八
一
四
）
、
林
文
波
（
一
七
八
六
ー
一

八
四
五
）
、
西
山
芳
園
、
そ
し
て
森
一
鳳
ら
の
作
品
を
見
る
限
り
、
な
か
な
か
の
秀
作
も
垣
間
見
え
る
こ
と
と
、
同
時
代
の
京
や
江
戸
の

同
程
度
の
力
量
の
画
家
た
ち
に
与
え
ら
れ
て
い
る
一
定
の
評
価
を
再
検
討
し
て
み
れ
ば
、
や
は
り
、
従
来
の
評
価
は
偏
っ
て
い
た
、
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
同
様
に
幕
末
明
治
期
に
活
動
し
た
京
都
の
画
家
に
お
い
て
も
、
一
定
の
力
量
を
示
す
四
条
派
の
田
中
日

華
（
生
年
不
詳
ー
一
八
四
五
）
や
横
山
清
暉
（
一
七
九
ニ
ー
一
八
六
四
）
ら
に
つ
い
て
の
研
究
も
停
滞
し
た
。

さ
ら
に
、
近
代
美
術
と
古
美
術
と
い
う
二
分
法
に
基
本
的
に
は
従
う
や
り
方
で
、
近
代
絵
画
史
に
お
い
て
も
、
日
本
画
と
洋
画
と
に

研
究
者
が
分
か
れ
、
同
時
代
の
絵
画
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た
か
も
両
者
は
、
異
な
る
時
代
の
異
な
る
地
域
の
絵
画
群
で
あ
る

か
の
よ
う
な
研
究
姿
勢
が
一
般
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
限
定
さ
れ
た
日
本
画
の
研
究
対
象
か
ら
、
近
代
的
と
看
倣

さ
れ
な
か
っ
た
西
山
完
瑛
や
橋
本
青
江
ら
の
一
定
水
準
を
保
つ
絵
画
が
無
視
さ
れ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
意
欲
的
な
企
画
の

「
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
ー
明
治
美
術
会
か
ら
太
平
洋
画
会
へ
」
展
が
、
静
岡
県
立
美
術
館
（
二

0
0三
年
七
月
1

八
月
）
で
開
催

さ
れ
、
近
年
に
お
け
る
近
代
洋
画
研
究
の
興
味
深
い
〈
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
〉
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介

一
四



さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
太
平
洋
画
会
の
数
多
の
画
家
た
ち
の
作
品
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
に
し
て
も
、
同
じ
く
明
治
期
に
活

動
し
た
西
山
完
瑛
も
森
一
鳳
も
久
保
田
桃
水
も
登
場
し
な
い
(1)

。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
企
画
は
、
こ
れ
ま
で
脚
光
を
浴
び
な
か
っ
た
太
平

洋
画
会
の
展
覧
会
と
し
て
の
近
代
洋
画
展
で
あ
る
の
で
、
洋
画
以
外
は
除
外
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
一
定
の
趣
旨
を
貫
徹
し
た
優
れ
た

展
覧
会
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
絵
画
史
の
全
体
を
想
定
す
る
と
、
洋
画
に
関
し
て
は
、
か
な
り
精
緻
に
知
ら
れ
ざ
る
画
家
た
ち
の
調

査
研
究
が
進
め
ら
れ
た
と
い
え
る
に
し
て
も
、
近
世
絵
画
や
近
代
の
日
本
画
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
偏
り
の
あ
る
状
況
が
見
て
取

れ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
西
山
完
瑛
ら
の
大
阪
の
画
家
た
ち
は
、
日
本
画
史
か
ら
も
洋
画
史
か
ら
も
排
除
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
当
の
〈
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
〉
は
、
実
は
大
阪
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
日
本
の

美
術
館
・
博
物
館
運
営
の
制
度
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、
近
代
お
よ
び
現
代
美
術
を
扱
う
近
代
美
術
館
と
、
幕
末
期
ま
で
の
、
い
わ

ゆ
る
古
美
術
を
扱
う
博
物
館
と
に
研
究
者
が
分
断
さ
れ
た
こ
と
に
根
ざ
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
近
代
絵
画
の
理

解
に
は
江
戸
の
絵
画
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
江
戸
の
絵
画
の
理
解
に
も
近
代
絵
画
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
い
え

ば
、
こ
れ
ま
で
、
江
戸
後
期
の
絵
画
に
見
ら
れ
る
極
彩
色
の
絵
画
を
解
釈
す
る
に
際
し
て
、
し
ば
し
ば
「
鮮
や
か
な
色
彩
は
近
代
的
で

あ
る
」
と
い
う
単
純
化
さ
れ
た
解
説
が
横
行
し
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
て
お
き
た
い
。
同
時
代
の
狩
野
派
の
絵
画
と
共
通
す
る
鈴
木
其
一

の
六
曲
一
双
屏
風
「
夏
秋
渓
流
図
屏
風
」
（
根
津
美
術
館
蔵
）
の
色
彩
を
、
あ
ま
り
に
も
近
代
に
引
き
寄
せ
て
考
え
る
解
説
は
、
そ
の
典

型
的
な
誤
り
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
も
う
―
つ
の
問
題
は
、
従
来
の
江
戸
絵
画
史
研
究
に
お
い
て
は
、
京
と
江
戸
の
絵
画
に
研
究
が
集
中
し
、
大
坂
画
壇
の
作

品
が
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
三
都
の
一
っ
と
呼
ば
れ
、
文
化
的
に
も
大
い
に
栄
え
た
大
坂
に
関
し
て

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
荒
廃
に
と
も
な
う
大
阪
文
化
の
停
滞
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
商
業
都
市
の
側
面
ば
か

り
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
、
大
阪
文
化
へ
の
偏
見
が
固
定
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
続
い
て
き
た
。
そ
れ
ら
諸
々
の
要
因
が
重
な
っ
て
、

美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1
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美
術
史
学
と
は
何
か
ー
日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1

大
坂
画
壇
成
立
の
立
役
者
で
あ
っ
た
大
岡
春
卜
（
一
六
八
〇
ー
一
七
六
三
）
や
橘
守
国
（
一
六
七
九
ー
一
七
四
八
）
ら
の
江
戸
初
期
の

画
家
た
ち
の
研
究
で
さ
え
、
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
大
坂
は
池
大
雅
（
一
七
二
三
ー
七
六
）
や
長
沢
蔵
雪

（
一
七
五
四
ー
九
九
）
ら
の
、
と
り
わ
け
卓
抜
な
画
家
た
ち
を
生
み
出
し
は
し
な
か
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
大
雅
の
作
風
は
、
江

戸
時
代
の
文
人
画
の
中
で
は
出
色
で
あ
っ
て
、
筆
触
ひ
と
つ
採
り
上
げ
て
も
、
ま
こ
と
に
秀
逸
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
名
品
主
義
の
美
術

史
に
は
、
こ
う
し
た
大
家
の
名
前
が
並
べ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
従
来
の
名
品
主
義
は
、
美
術
史
家
を
中
心
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
専
門

家
の
価
値
評
価
が
重
な
り
合
っ
た
と
こ
ろ
で
成
り
立
っ
―
つ
の
尺
度
を
基
準
に
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
名
品
主
義
に
は
そ
れ
な

り
の
意
味
が
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
誰
し
も
大
雅
の
価
値
を
否
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
評
価
の
尺
度
に
は
、

大
き
な
尺
度
と
小
さ
な
尺
度
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
異
な
る
尺
度
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
複
雑
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

作
品
の
性
格
に
応
じ
て
自
由
自
在
に
評
価
を
下
す
必
要
が
あ
る
。
今
橋
理
子
氏
が
近
年
の
江
戸
絵
画
に
関
す
る
展
覧
会
企
画
に
言
及
し

て
、
博
物
学
の
観
点
を
導
入
し
な
が
ら
、
＾
美
術
〉
以
外
の
領
域
と
の
連
携
の
問
題
を
採
り
上
げ
た
の
も
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
〈
美
術
〉

に
対
す
る
価
値
の
相
対
化
を
想
定
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
(
2
)

。
多
様
化
を
進
め
つ
つ
あ
る
今
後
の
美
術
史
学
に
は
、
と
く
に
こ
の
評
価

の
多
様
化
の
視
点
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
い
っ
て
、
田
中
英
道
氏
が
『
日
本
美
術
全
史
』
（
講
談
社
）
で
主
張
す
る
「
普
遍
性

を
も
っ
て
い
る
作
品
」
の
厳
し
い
選
別
、
す
わ
わ
ち
「
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
最
高
と
思
わ
れ
る
も
の
を
中
心
に
選
ん
で
論
じ
れ
ば

よ
い
」
と
い
う
美
術
史
は
、
大
き
な
欠
陥
を
も
つ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
(
3
)

。
実
際
、
田
中
氏
が
こ
の
書
物
で
論
じ
た
画
家
た
ち
は
、

従
来
の
価
値
評
価
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
坂
画
壇
の
画
家
た
ち
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
か
つ
て
の
名
品
主
義
を
抜
け
出
た
画
家

や
作
品
は
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
。
田
中
氏
は
、
従
来
の
評
価
を
覆
す
普
遍
的
な
評
価
の
確
立
、
と
主
張
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
机

上
に
お
い
て
各
種
の
研
究
書
や
美
術
全
集
を
ひ
っ
く
り
返
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
名
品
主
義
の
〈
権
威
あ
る
〉
美
術
史
を
補
強
し
た

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
権
威
あ
る
立
場
で
い
え
ば
、
大
坂
の
耳
鳥
斎
（
一
七
五
一
年
以
前
ー
一
八

0
二
／
三
）
の
戯
画
な
ど
は
、

一
六



普
遍
性
を
欠
い
た
美
術
の
極
み
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
耳
鳥
斎
の
戯
画
に
お
い
て
は
、
単
な
る
色
と
形
の
様
式
的
な
評
価
の
基
準
以

外
に
、
大
坂
の
厚
み
の
あ
る
文
化
的
な
背
景
が
‘
―
つ
の
価
値
を
担
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

3
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
橋
爪
節
也
氏
が
、
近
世
大
坂
画
壇
の
研
究
に
言
及
し
て
、
「
独
善
的
な
名
品
主
義
と
は
異
な
り
、
近
世
絵
画
史
の
魅
力

を
私
は
、
江
戸
と
い
う
特
色
あ
る
時
代
に
”
発
酵
し
た
“
絵
画
を
し
が
む
よ
う
に
吟
味
し
て
、
時
代
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
や
審
美
感
、
作

品
の
お
か
れ
た
環
境
、
地
域
の
生
理
、
画
人
の
個
性
、
造
形
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
あ
ぶ
り
出
す
知
的
好
奇
心
に
満
ち
た
も
の
と
理
解
し
て

い
る
。
」
(
5
)

と
語
っ
て
い
る
が
、
ま
こ
と
に
そ
の
通
り
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
近
代
絵
画
に
触
れ
る
な
ら
、
大
正
期
に
「
か
な
き
り
声

の
風
景
」
(
-
九
一
八
年
）
や
「
枯
れ
た
花
の
静
物
」
（
一
九
二
六
年
）
を
描
い
た
萬
鐵
五
郎
（
一
八
八
五
ー
一
九
二
七
）
の
重
厚
な
造

形
力
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
土
俗
的
な
風
土
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
関
根
正
二
（
一
八
九
九
ー
一
九
一
九
）
の
「
死
を

思
う
日
」
（
一
九
一
五
年
）
な
ど
の
、
い
わ
く
言
い
難
い
〈
闇
〉
の
魅
力
は
、
た
と
え
造
形
的
に
は
未
熟
だ
と
し
て
も
、
〈
普
遍
的
価
値

観
〉
に
よ
っ
て
切
り
捨
て
ら
れ
て
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
さ
ら
に
、
田
中
氏
に
よ
っ
て
、
〈
自
然
世
界
の
模
様
化
〉
に
す
ぎ

な
い
と
批
判
さ
れ
た
安
井
曽
太
郎
(
-
八
八
八
ー
一
九
五
五
）
に
は
、
第
四
回
清
光
会
展
に
出
品
さ
れ
た
「
少
女
像
」
(
-
九
三
七
年
）

が
遺
存
し
て
お
り
、
着
物
を
着
て
横
向
き
に
座
る
少
女
の
背
後
の
、
ほ
と
ん
ど
無
地
に
近
い
黄
色
の
色
面
の
渋
く
て
輝
く
よ
う
な
効
果

こ
そ
、
世
界
の
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
安
井
独
自
の
普
遍
的
造
形
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
加
え
て
、
色
や
形
の
見
事
さ
と

は
一
定
の
距
離
を
お
き
つ
つ
も
、
あ
の
と
ぼ
け
た
雰
囲
気
で
観
者
を
惹
き
つ
け
る
、
大
阪
近
代
の
菅
楯
彦
の
絵
画
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
と
こ
ろ
で
、
話
を
蒸
し
返
す
よ
う
だ
が
、
私
は
、
田
中
氏
の
普
逼
的
な
る
価
値
評
価
、
と
い
う
基
準
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
も
の

の
、
一
方
で
狩
野
博
幸
氏
が
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
《
普
賢
菩
薩
像
》
に
も
こ
れ
（
水
無
瀬
神
宮
蔵
《
後
鳥
羽
天
皇
像
＿
）
と
同
じ
気

持
を
抱
い
た
。
自
分
の
研
究
分
野
な
ぞ
打
ち
捨
て
て
、
僕
は
こ
の
ふ
た
つ
の
前
に
は
沈
黙
し
、
祈
り
を
捧
げ
る
。
『
よ
く
ぞ
残
っ
た
』
と

思
う
の
で
あ
る
。
」
(

6

)

(

（
）
内
筆
者
）
と
主
張
す
る
の
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
私
自
身
も
、
た
と
え
ば
、
日
本
画
家
の

美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1

一
七



美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
ー

鏑
木
清
方
(
-
八
七
八
ー
一
九
七
二
）
の
画
面
を
見
る
と
き
に
は
、
そ
の
色
と
形
の
精
妙
さ
に
、
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
、
と
付
け

加
え
て
お
く
。
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
、
評
価
を
め
ぐ
る
美
術
史
的
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
、
と
だ
け
い
っ
て
お
こ
う
。

さ
て
、
大
坂
画
壇
の
広
大
な
領
域
を
見
渡
し
て
考
え
る
と
、
大
坂
画
壇
を
抜
き
に
し
て
江
戸
絵
画
史
研
究
は
成
り
立
た
な
い
、
と
い

う
状
況
が
鮮
明
に
な
る
。
従
来
の
文
人
画
論
な
ど
も
、
中
国
の
文
人
画
概
念
を
く
ど
く
ど
し
く
述
べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
お
き
ま

り
の
池
大
雅
、
与
謝
蕪
村
、
渡
辺
畢
山
、
田
能
村
竹
田
ら
と
そ
の
周
辺
の
画
家
た
ち
の
事
跡
を
述
べ
る
こ
と
に
終
始
し
て
き
た
感
が
あ

る
。
今
し
が
た
述
べ
た
田
中
氏
の
文
人
画
論
は
そ
の
典
型
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
通
り
岡
田
米
山
人
に
つ
い
て
は
論
じ
て
も
、
鋭
い
切

れ
味
を
見
せ
な
が
ら
も
、
人
と
人
と
の
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
岡
田
半
江
（
一
七
八
ニ
ー
一
八
四
六
）
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
し
、
安

定
し
た
力
量
を
示
す
大
坂
の
浜
田
杏
堂
も
登
場
し
な
い
。
ま
た
、
大
坂
以
外
で
も
、
絶
妙
の
深
い
墨
の
色
を
刷
い
た
豊
後
（
大
分
）
出

身
の
帆
足
杏
雨
（
一
八
一

0
1八
四
）
の
名
前
も
見
当
た
ら
な
い
。
と
も
か
く
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
美
術
の
宝
庫
と
も

い
う
べ
き
大
坂
の
絵
画
を
無
視
し
て
、
文
人
画
を
論
じ
た
研
究
に
は
大
き
な
弱
点
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、
大

坂
の
木
村
兼
酸
堂
（
一
七
三
六
ー
一
八

0
二
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
岡
田
半
江
に
至
る
大
坂
の
画
家
た
ち
の
交
流
を
除
外
し
て
、
文
人

画
論
は
成
り
立
た
ず
、
江
戸
の
文
人
画
論
は
、
今
、
再
考
す
べ
き
時
期
に
差
し
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
文
人
画
家
と
し
て

き
わ
め
て
重
要
な
大
坂
の
半
江
の
絵
画
か
ら
、
鼎
春
嶽
（
一
七
六
六
ー
一
八
―
一
）
、
十
時
梅
臣
（
一
七
四
九
ー
一
八

0
四
）
、
少
林
（
生

没
年
不
詳
）
、
愛
石
（
生
没
年
不
詳
）
ら
の
作
品
が
そ
れ
に
続
く
。
全
国
各
地
の
有
力
な
画
家
た
ち
の
多
く
が
、
木
村
兼
蒙
堂
及
び
そ
の

一
八



周
辺
の
大
坂
の
文
人
た
ち
の
住
処
を
訪
れ
、
多
く
を
学
ん
で
、
ま
た
各
地
に
去
っ
て
い
っ
た
事
実
を
今
一
度
想
い
起
こ
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
〈
人
と
人
と
の
交
流
の
絵
画
〉
と
い
う
の
が
、
日
本
で
展
開
し
た
文
人
画
の
基
本
的
な
枠
組
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
を
定
義
す
る

た
め
に
は
、
た
と
え
ば
、
池
大
雅
と
木
村
兼
蔑
堂
と
愛
石
（
生
没
年
不
詳
、
江
戸
後
期
活
動
）
、
田
能
村
竹
田
と
岡
田
半
江
と
藤
井
藍
田

（
一
八
一
六
ー
一
八
六
五
）
と
い
っ
た
友
情
お
よ
び
私
淑
の
多
岐
に
わ
た
る
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。
加
え
て
、
秀
逸
な
文
人
画
を
描

い
た
日
根
野
対
山
(
-
八
一
三
ー
一
八
六
九
）
や
田
能
村
直
入
（
一
八
一
四
ー
一
九

0
七
）
の
評
価
の
低
さ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
岡
倉

天
心
周
辺
の
美
術
史
家
た
ち
に
よ
る
幕
末
期
の
文
人
画
排
斥
の
主
張
が
根
底
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
対
山
や
直
入
ら

は
、
幕
末
・
明
治
の
混
乱
期
に
、
「
つ
く
ね
芋
山
水
」
と
い
う
、
い
わ
れ
な
き
蔑
称
の
枠
組
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
画
家
た
ち
が
、
池
大
雅
や
蕪
村
と
比
べ
て
何
ら
遜
色
の
な
い
画
家
だ
と
主
張
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
し
か
し
、

江
戸
時
代
の
絵
画
は
、
狩
野
派
の
み
な
ら
ず
、
四
条
派
や
そ
の
他
の
画
派
に
お
い
て
も
、
広
義
の
粉
本
主
義
を
絵
画
修
業
の
基
盤
と
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
底
辺
に
至
る
ま
で
、
技
術
的
洗
練
と
い
う
点
で
は
、
一
定
水
準
の
質
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
。
粉
本
を
有
益
と
考
え
た
近
世
絵
画
と
、
独
創
を
目
指
し
た
近
代
絵
画
と
の
決
定
的
な
違
い
が
こ
こ
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
近
世

絵
画
史
の
中
に
大
坂
画
壇
を
位
置
づ
け
、
そ
こ
か
ら
、
大
坂
の
み
な
ら
ず
、
京
や
江
戸
の
近
世
絵
画
全
般
の
展
開
を
追
求
す
る
姿
勢
は

重
要
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
京
都
や
大
阪
に
は
、
ほ
と
ん
ど
無
尽
蔵
に
も
思
え
る
膨
大
な
大
坂
画
壇
の
絵
画
が
遺
存
し
て
い
る
が
、
そ
の

大
半
は
未
紹
介
で
あ
る
。
江
戸
絵
画
史
の
見
直
し
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
大
坂
の
絵
画
は
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
。

と
こ
ろ
で
、
近
世
絵
画
の
中
で
重
要
な
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
大
坂
画
壇
と
同
様
に
、
長
ら
く
軽
視
さ
れ
て
き
た
江
戸
狩
野
に
関
し

て
い
え
ば
、
妙
心
寺
の
各
塔
頭
に
お
い
て
は
、
未
紹
介
の
狩
野
派
の
障
壁
画
が
次
々
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
江
戸
狩
野

の
ほ
と
ん
ど
の
作
品
を
評
価
し
な
か
っ
た
岡
倉
天
心
で
さ
え
、
例
外
的
に
注
目
し
た
狩
野
栄
川
院
典
信
（
一
七
三

O
I九
0
)
の
作
品

も
遺
さ
れ
て
い
る
。
天
心
の
典
信
論
を
聞
き
取
っ
て
記
さ
れ
た
、
「
典
信
出
づ
る
に
お
よ
び
、
幾
分
か
狩
野
派
の
変
革
を
試
み
た
り
。
ゆ

美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1

一
九



美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1

え
を
も
っ
て
そ
の
脈
絡
を
絶
た
ず
、
勢
い
を
続
く
る
を
得
た
る
な
り
。
（
中
略
）
周
信
、
古
信
の
ご
と
き
は
た
だ
に
探
幽
、
常
信
の
影
の

み
な
り
し
も
、
こ
の
人
（
典
信
）
に
い
た
り
て
は
、
時
勢
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
か
、
図
取
り
等
も
幾
分
か
変
革
し
、
少
し
く
そ
の

気
を
振
え
り
。
」

N
と
い
う
評
価
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
（
（
）
内
筆
者
）
。
こ
れ
ま
で
未
紹
介
に
近
か
っ
た
妙
心
寺
聖
澤
院
書
院
に

遺
存
す
る
典
信
の
障
壁
画
は
、
探
幽
が
や
り
残
し
た
合
理
的
な
空
間
処
理
を
成
し
遂
げ
て
、
江
戸
絵
画
史
の
欠
落
部
分
を
補
う
卓
抜
な

大
作
で
あ
る
。
こ
の
障
壁
画
を
見
る
限
り
、
典
信
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
狩
野
派
の
画
家
た
ち
に
つ
い
て
、
再
評
価
、
再
検
討
を
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
典
信
ら
に
つ
い
て
は
、
板
橋
区
立
美
術
館
の
安
村
敏
信
氏
に
よ
る
顕
彰
が
み
ら
れ
た
が
、
本
格
的
な
見
直
し
は
遅
々

と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。
妙
心
寺
の
塔
頭
に
は
、
狩
野
常
信
周
辺
の
知
ら
れ
ざ
る
画
家
た
ち
、
す
な
わ
ち
常
梅
（
力
）
、
常
元
、
常
俊
、

常
棟
と
名
乗
る
狩
野
派
の
画
家
た
ち
が
い
る
。
彼
ら
の
作
品
の
検
討
に
よ
っ
て
、
京
都
の
寺
院
の
障
壁
画
が
、
如
何
な
る
作
業
手
順
で

完
成
さ
せ
ら
れ
た
か
が
、
お
お
よ
そ
判
明
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
画
家
た
ち
の
作
品
の
出
来
栄
え
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
と
、
大

半
は
粉
本
に
よ
る
絵
画
だ
と
推
測
さ
れ
、
可
も
な
く
不
可
も
な
い
無
難
な
水
準
の
探
幽
風
お
よ
び
常
信
風
狩
野
派
の
作
品
で
は
あ
る
が
、

妙
心
寺
退
蔵
院
方
丈
上
間
後
室
の
東
側
に
遺
存
す
る
無
落
款
の
水
墨
山
水
図
襖
絵
二
面
(
8
)

な
ど
を
見
る
と
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
狩
野
の
知

ら
れ
ざ
る
作
品
の
中
に
、
か
な
り
水
準
の
高
い
作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
探
幽
風
の
江
戸
狩
野
の
絵
画
に
つ
い
て
も
、

再
度
洗
い
直
し
の
作
業
を
必
要
と
す
る
。
加
え
て
、
江
戸
狩
野
の
評
価
に
つ
い
て
一
言
添
え
て
お
く
と
、
辻
惟
雄
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
絵
画
は
、
西
洋
の
近
代
的
な
独
創
と
い
う
観
点
か
ら
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
9
)

。
つ
ま
り
、
探
幽
以
後

の
粉
本
主
義
を
、
む
し
ろ
積
極
的
に
評
価
し
て
ゆ
く
と
い
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
加
え
て
、
幕
末
京
狩
野
の
狩
野
永
岳

（
一
七
九

0
ー
一
八
六
七
）
の
障
壁
画
な
ど
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
度
、
日
本
美
術
史
の
文
脈
に
復
活
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
絵
画
で
あ

ろ
う
。
明
治
期
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
岡
倉
天
心
が
、
悪
し
き
粉
本
主
義
と
し
て
批
判
し
た
多
く
の
狩
野
派
の
絵
画
を
め
ぐ
っ
て
は
、
十
数

年
前
か
ら
徐
々
に
見
直
し
の
研
究
が
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
依
然
と
し
て
、
美
術
館
、
博
物
館
が
そ
れ
ら
を
積
極
的
に
収
集
す
る
と
い

二
0



う
気
配
は
み
ら
れ
な
い
。
膨
大
な
金
額
を
近
代
絵
画
に
投
入
し
て
き
た
日
本
の
美
術
館
は
、
そ
れ
ら
の
近
代
絵
画
よ
り
も
遥
か
に
質
が

高
く
、
し
か
も
驚
く
ほ
ど
廉
価
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
江
戸
の
絵
画
の
購
入
に
、
こ
れ
ま
で
な
ぜ
か
及
び
腰
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
、
天

心
や
フ
ェ
ノ
ロ
サ
ら
が
高
く
評
価
し
た
狩
野
芳
崖
や
橋
本
雅
芳
ら
と
彼
ら
が
評
価
し
な
か
っ
た
狩
野
永
岳
、
そ
し
て
ま
た
、
評
価
さ
れ

た
円
山
応
挙
と
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
西
山
芳
園
と
の
作
品
に
、
一
体
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
価
値
の
差
が
あ
る
の
か
、
わ
れ
わ
れ
は
今
そ
の

こ
と
を
作
品
に
即
し
て
問
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
天
心
ら
の
評
価
が
、
ほ
ぼ
一
世
紀
を
経
て
今
日
ま
で
続
い
た
の
は
、
む
し
ろ
驚
き
で
あ

る
。
明
治
維
新
を
境
に
し
て
定
ま
っ
た
日
本
美
術
史
の
評
価
が
、
今
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
聖
澤
院
、
春
光
院
、
大
雄
院
、

大
法
院
、
退
蔵
院
、
養
源
院
、
大
心
院
、
金
台
寺
、
同
じ
く
京
都
建
仁
寺
の
久
昌
院
、
ま
た
、
八
幡
市
の
社
寺
や
個
人
宅
な
ど
、
京
都

や
大
阪
の
所
蔵
家
に
遺
存
す
る
未
紹
介
の
障
壁
画
は
、
従
来
の
名
品
主
義
の
日
本
美
術
史
研
究
、
そ
し
て
、
多
く
の
美
術
館
、
博
物
館

の
収
集
方
針
が
、
如
何
に
偏
り
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

さ
て
、
日
本
美
術
史
研
究
に
お
い
て
、
主
要
な
作
品
調
査
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
は
〈
作
品
解
釈
〉
を
中
心
と

す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
を
行
う
美
術
史
家
も
近
年
増
加
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
う
し
た
主
張
は
、
一
方
で
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と

と
も
に
、
他
方
で
は
大
き
な
疑
問
も
残
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
う
い
う
姿
勢
は
、
作
品
を
見
る
前
に
、
た
と
え

ば
、
大
坂
画
壇
は
大
し
て
重
要
で
は
な
い
、
と
決
め
つ
け
、
天
心
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
形
成
さ
れ
た
名
品
主
義
の
日
本
美
術
史
で
事
足

れ
り
、
と
素
朴
に
告
白
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
牢
固
と
し
た
権
威
主
義
が
み
て
と
れ
る
。
確
か
に
、
解
釈
の

美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1



美
術
史
学
と
は
何
か
ー
日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
ー

深
み
に
至
ら
ず
、
新
資
料
紹
介
の
み
の
作
業
を
大
き
な
業
績
で
あ
る
と
考
え
た
古
め
か
し
い
日
本
美
術
史
研
究
の
弊
害
も
あ
る
に
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
明
快
に
主
張
し
て
お
く
と
、
美
術
史
研
究
は
、
新
資
料
を
発
掘
紹
介
し
な
が
ら
、
斬
新
な
新
解
釈

を
行
う
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
こ
の
両
輪
の
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
、
成
果
は
半
減
す
る
と
肝
に
銘
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
や
、
そ
う

は
い
っ
て
も
、
古
代
・
中
世
美
術
な
ど
、
作
品
や
文
書
の
新
た
な
発
掘
が
困
難
な
領
域
も
あ
る
、
と
い
う
反
論
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

本
質
論
を
展
開
す
れ
ば
、
も
し
新
資
料
が
も
は
や
見
つ
か
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
日
本
美
術
史
家
は
、
日
本
を
離
れ
て
、
中
国
や
イ
ン
ド

の
未
開
拓
の
領
域
に
研
究
を
展
開
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
美
術
史
研
究
は
、
一
貫
し
て
実
証
的
に
行
う
べ
き
で
あ
り
、
鑑

定
の
学
と
し
て
成
立
し
た
美
術
史
学
の
基
本
、
す
な
わ
ち
基
礎
研
究
と
し
て
の
新
資
料
紹
介
を
着
実
に
展
開
し
つ
つ
、
新
解
釈
を
行
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
〈
実
証
的
〉
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。

誤
解
の
な
い
よ
う
に
一
言
つ
け
加
え
て
お
く
と
、
す
で
に
一
定
の
美
術
史
的
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
た
作
品
を
再
解
釈
す
る
こ
と
に

意
味
が
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
新
し
い
時
代
に
は
新
し
い
見
方
お
よ
び
価
値
評
価
が
あ
る
わ
け
で
、
ど
の
よ
う
な
美
術
作
品

に
と
っ
て
も
、
も
は
や
論
じ
る
こ
と
が
な
い
、
あ
る
い
は
評
価
が
完
全
に
定
ま
る
、
と
い
う
の
も
ま
た
お
か
し
い
。
旧
来
の
解
釈
を
覆

し
て
、
新
し
い
観
点
に
よ
る
解
釈
を
行
う
学
問
と
し
て
は
、
本
質
的
に
い
っ
て
、
美
術
史
学
と
い
う
よ
り
は
、
芸
術
学
と
い
う
理
論
的

学
問
が
あ
り
、
近
年
、
芸
術
学
は
大
き
な
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
〈
美
術
史
学
〉
と
い
う
枠
組
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
な
ら
、
や
は
り
、
徹
底
し
て
実
証
的
な
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
木
村
重
圭
氏
を

は
じ
め
と
す
る
多
く
の
美
術
史
家
が
行
っ
て
い
る
京
、
大
坂
の
画
家
た
ち
の
新
資
料
紹
介
な
ど
も
、
今
な
お
貴
重
な
研
究
で
あ
る

(
1
0
)
0

も
ち
ろ
ん
、
今
日
、
社
会
学
的
、
博
物
学
的
等
々
の
研
究
も
重
視
さ
れ
る
中
、
近
代
社
会
が
つ
く
り
出
し
た
〈
美
術
史
学
〉
固
有
の
領

域
を
保
持
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
な
い
と
考
え
て
、
そ
の
枠
組
自
体
を
解
体
し
て
も
よ
い
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
構
わ
な
い
。

し
か
し
、
た
と
え
美
術
史
学
が
解
体
さ
れ
た
と
し
て
も
、
作
品
の
真
贋
や
作
者
の
特
定
、
制
作
時
期
の
確
定
、
加
え
て
価
格
の
設
定
と



い
う
基
礎
作
業
が
不
必
要
に
な
る
わ
け
で
も
な
い
。
社
会
は
常
に
こ
う
し
た
作
業
（
研
究
）
を
必
要
と
し
て
き
た
し
、
ま
た
必
要
と
し

続
け
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
美
術
史
学
が
机
上
の
学
問
で
は
な
く
、
現
実
に
対
応
し
た
学
問
で
あ
る
と
い
う
存
在
理
由
が
見
出
さ
れ
る

に
違
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
毎
日
、
各
地
の
美
術
館
が
、
ま
た
個
人
所
蔵
家
た
ち
が
、
真
贋
や
等
級
の
判
断
を
踏
ま
え
、
作
品
を
評

価
選
別
し
て
、
そ
れ
ら
の
適
正
価
格
を
考
え
、
収
集
購
入
を
実
行
し
て
い
る
現
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
佐
藤
康
宏
氏
が
「
美
術
史

学
と
い
う
の
は
け
っ
し
て
純
粋
に
真
理
を
追
究
す
る
だ
け
の
学
問
で
は
な
く
、
経
済
活
動
の
一
環
を
成
し
て
も
い
る
」
(11)

と
語
っ
て
い

る
が
、
実
感
の
篭
も
っ
た
発
言
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ま
で
美
術
史
家
が
行
っ
て
き
た
作
業
は
、
美
術
作
品
が
存
在
す

る
限
り
、
存
続
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
美
術
史
家
は
、
鑑
定
の
学
問
と
し
て
の
美
術
史
学
の
出
自
を
改
め
て
凝
視
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。さ

ら
に
、
私
が
こ
こ
で
提
唱
す
る
近
世
近
代
絵
画
を
対
象
と
す
る
研
究
は
‘
―
つ
の
柱
と
し
て
、
作
品
評
価
と
真
贋
の
問
題
を
軸
に

し
て
い
る
。
近
年
の
美
術
史
研
究
は
、
と
も
す
れ
ば
、
作
品
体
験
か
ら
離
れ
た
知
的
で
極
端
な
文
献
学
に
向
か
う
傾
向
が
あ
る
が
、
そ

の
有
効
性
は
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
一
方
で
、
そ
の
危
険
性
も
ま
た
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
「
作
品
を
見
る
目
を
養
わ
ぬ
も
の
は
早
晩

死
を
迎
え
る
」
(12)

と
い
う
林
温
氏
の
言
葉
は
重
み
を
も
つ
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
現
場
で
の
作
品
鑑
賞
が
美
術
史
研
究
の
出
発
点
で
あ
る

こ
と
が
改
め
て
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
現
場
で
作
品
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
数
多

の
知
識
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
如
何
に
詳
し
い
美
術
研
究
論
文
と
い
え
ど
も
、
該
当
す
る
作
品
の
特
質
を
半
分
も
説

明
し
て
は
い
な
い
。
作
品
か
ら
は
無
尽
蔵
に
情
報
が
発
信
さ
れ
て
お
り
、
繰
り
返
し
見
る
こ
と
で
、
常
に
新
た
な
発
見
が
あ
る
。
ま
た
、

実
物
を
見
る
最
も
重
要
な
意
味
は
、
そ
の
作
品
の
評
価
を
査
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。
自
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、
作
品
の
評

価
は
実
物
を
前
に
し
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ
に
作
品
を
写
真
図
版
に
し
た
と
き
の
限
界
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
観
点
か
ら
い

え
ば
、
図
版
の
み
で
行
う
こ
と
の
で
き
る
美
術
史
研
究
は
不
完
全
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
た
と
え
ば
、
如
何
に
図
像
解
釈
の
研
究
だ

美
術
史
学
と
は
何
か
ー
日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1
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美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1

と
い
っ
て
も
、
実
物
を
見
な
け
れ
ば
解
説
で
き
な
い
記
事
（
内
容
）
が
、
ま
っ
た
く
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
論
文
は
危
う
い
も
の
で
あ
る
。

写
真
図
版
に
な
っ
た
大
雅
の
作
品
は
、
線
描
の
効
果
や
墨
の
美
し
さ
を
半
減
さ
せ
て
い
る
。
素
人
画
家
で
あ
る
富
岡
鐵
齋
の
墨
の
色
は
、

写
真
図
版
で
見
る
の
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
同
時
代
の
専
門
的
文
人
画
家
小
川
芋
銭
の
描
い
た
墨
の
色
の
美
し
さ
は
、
写
真
図
版
で

は
消
え
て
い
る
。

要
す
る
に
、
美
術
史
家
と
は
、
作
品
評
価
を
持
続
的
に
行
う
研
究
者
で
あ
っ
て
、
評
価
を
抜
き
に
し
た
美
術
史
学
は
、
既
成
の
権
威

に
盲
従
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
作
品
評
価
を
新
鮮
な
角
度
か
ら
絶
え
ず
問
い
直
す
美
術
批
評
も
重
要
な
活
動

で
あ
り
、
か
つ
て
美
術
作
品
の
評
価
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
岡
倉
天
心
、
土
居
次
義
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ヒ
リ
ア
ー

(
J
a
c
k
Hillier) 

ら
の
業
績
は
、
縦
横
に
「
眼
」
を
用
い
る
と
い
う
姿
勢
に
お
い
て
は
、
今
も
古
び
て
は
い
な
い
。
妙
心
寺
の
悉
皆
調
査
を
続
け
る
中
で
、

作
者
の
特
定
に
つ
い
て
困
難
が
生
じ
た
と
き
、
繰
り
返
し
土
居
次
義
氏
の
見
解
に
立
ち
戻
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
残
念
な
が
ら
、
今

日
、
土
居
氏
の
研
究
の
真
価
は
半
ば
忘
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
真
贋
の
判
定
と
評
価
を
基
軸
に
据
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

美
術
史
学
と
美
術
批
評
と
は
一
体
化
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
立
場
が
生
ま
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
私
は
〈
美
術
批
評
と
し
て

の
美
術
史
学
〉
と
い
う
立
場
を
提
唱
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
美
術
史
家
は
、
知
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
や
は
り
〈
眼
〉
の
人
間
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
世
の
中
に
は
、
膨
大
な
量
の
贋
作
が
溢
れ
て
お
り
、
数
少
な
い
真
作
を
拾
い
上
げ
る
と
い
う
作
業
が
、

今
な
お
、
日
本
近
世
絵
画
史
研
究
の
出
発
点
に
あ
る
。
八
幡
市
に
あ
る
旧
家
の
悉
皆
調
査
を
依
頼
さ
れ
、
約
五
百
点
も
の
掛
幅
を
検
討

し
た
結
果
、
真
作
と
判
定
で
き
た
絵
画
は
、
数
点
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
い
わ
ゆ
る
〈
歩
留
ま
り
〉
と
い
う
の
は
、
そ
の

程
度
で
あ
っ
て
、
近
世
絵
画
研
究
に
お
い
て
、
真
贋
の
判
定
が
如
何
に
重
要
か
は
、
研
究
者
な
ら
皆
が
体
験
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
伊
藤
若
沖
の
代
表
作
で
あ
る
、
と
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
美
術
史
家
が
認
め
る
「
果
薩
涅
槃
図
」
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
の
墨
の
調

子
が
、
若
沖
の
他
の
基
準
作
の
墨
の
調
子
と
わ
ず
か
に
異
な
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
「
果
薩
涅
槃
図
」
が
贋
作
だ
と
主
張
し

ニ
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て
い
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
若
沖
に
し
て
は
、
墨
の
調
子
が
か
な
り
変
わ
っ
て
い
る
、
と
い
い
た
い
だ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
た
区
別

の
判
定
が
、
常
に
美
術
史
学
の
出
発
点
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
美
術
史
学
は
、
美
術
〈
史
学
〉
で
あ
る
と
同
時
に
美
術

〈
批
評
〉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
美
術
批
評
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
た
こ
と
か
ら
、
現
代
の
美
術
と
美
術
批
評
の
問
題
点
に
少
々
触
れ
て
お
く
と
、
二
十

世
紀
美
術
に
つ
い
て
の
新
し
い
価
値
評
価
が
、
今
後
の
美
術
批
評
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
中
心
の
、
い
わ
ゆ
る
〈
普
遍
的
評
価
〉
と
い
う
歪
ん
だ
尺
度
が
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
一
九

九
一
年
の
ソ
連
邦
の
崩
壊
以
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
美
術
の
絶
対
的
な
優
位
が
、
大
き
な
曲
が
り
角
に
差
し
か
か
り
、

世
界
各
地
の
民
族
的
特
質
を
表
明
す
る
美
術
作
品
が
、
大
き
な
意
義
と
力
を
も
ち
つ
つ
登
場
し
て
き
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
、
韓
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
現
代
美
術
が
、
世
界
の
舞
台
に
登
場
し

つ
つ
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
い
っ
て
、
戦
後
の
日
本
美
術
と
ス
ペ
イ
ン
の
そ
れ
と
は
、
こ
れ
ま
で
世
界
の
美
術
の
中
で
、
よ
く
似
た
位

置
づ
け
が
な
さ
れ
て
き
た
作
品
群
で
あ
る
た
め
に
、
非
常
に
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
、
美
術
批
評
家
の
ル
ー
シ
ー
11
ス
ミ
ス
が
評
価
し

な
か
っ
た
吉
原
治
良
と
具
体
美
術
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
画
家
た
ち
、
そ
し
て
、
や
は
り
、
ル
ー
シ
ー
11
ス
ミ
ス
の
評
価
か
ら

滑
り
落
ち
た
エ
ウ
セ
ビ
オ
・
セ
ン
ペ
レ

(
E
u
s
e
b
i
o
S
e
m
p
e
r
e
)

や
ホ
セ
・
ル
イ
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
コ

(Jose
L
u
i
s
 A
l
e
x
a
n
c
o
)

ら
に

代
表
さ
れ
る
ス
ペ
イ
ン
の
戦
後
の
画
家
た
ち
で
あ
る
。
つ
い
で
に
、
日
本
の
美
術
批
評
に
言
及
し
て
お
く
と
、
長
ら
く
、
美
術
史
家
が

美
術
批
評
家
を
軽
視
す
る
風
潮
が
続
い
て
き
た
が
、
現
代
の
美
術
と
そ
の
批
評
に
つ
い
て
は
、
岡
倉
天
心
が
言
及
す
る
よ
う
に
、
「
（
同

時
代
美
術
）
を
罵
倒
す
る
時
は
、
た
だ
自
己
を
罵
倒
す
る
の
で
あ
る
。
今
の
世
に
美
術
無
し
、
と
い
う
が
、
こ
れ
が
責
め
を
負
う
べ
き

者
は
た
れ
ぞ
。
」

g
(
（
)
内
は
筆
者
）
と
い
う
言
葉
を
添
え
て
お
く
。

美
術
史
学
と
は
何
か
ー
日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1

二
五



四 美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1

さ
て
、
佐
藤
道
信
氏
の
著
書
『
明
治
国
家
と
近
代
美
術
』
な
ど
、
近
年
の
美
術
史
学
は
、
視
覚
文
化
研
究
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
あ
る
い

は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
る
制
度
に
関
わ
る
美
術
史
研
究
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
新
し
い
方
法
論
を
提
唱
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

大
き
な
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
(14)

。
植
民
地
と
い
う
制
度
に
関
わ
る
日
本
美
術
の
研
究
な
ど
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
、
特
定
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
が
如
何
に
作
品
の
成
立
を
規
定
す
る
か
、
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
た
研
究
が
出
た
後
に
は
、
そ
の
研
究
を
無

視
し
て
作
品
鑑
賞
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
に
成
果
は
大
き
い
。
い
わ
ゆ
る
従
来
型
の
実
証
的
美
術
史
と
い
う
も
の
が
、
何

時
し
か
大
き
な
弱
点
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
女
性
論
を
踏
ま
え
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
立
場
で
の
研
究
に
お
い

て
も
、
小
勝
祠
子
氏
や
パ
ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
氏
ら
の
研
究
を
は
じ
め
、
広
義
の
女
性
論
の
立
場
を
踏
ま
え
た
意
欲
的
な
研
究
が

登
場
し
て
い
る
(15)

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
今
後
、
も
う
少
し
複
雑
な
展
開
に
期
待
が
も
た
れ
る
に
し
て
も
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
つ
つ

あ
る
。
さ
ら
に
、
サ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
キ
ッ
チ
ュ
に
至
る
視
覚
文
化
研
究
、
さ
ら
に
、
新
た
な
角
度
か
ら
浮
世
絵
を
採
り
上
げ
て
、
独

自
の
美
術
論
を
展
開
す
る
岸
文
和
氏
の
＾
感
性
の
仲
介
論
〉
(16)

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
、
従
来
型
の
名
品
主
義
に
よ
る
美
術
史
の

狭
監
さ
を
批
判
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
岸
氏
の
立
場
で
い
え
ば
、
古
め
か
し
い
実
証
的
美
術
史
や
、
形
骸
化
し
た
様
式
論
な
ど

は
、
も
う
少
し
〈
知
的
な
〉
思
考
を
加
味
し
て
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
、
学
問
的
に
は
怠
惰
に
陥
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
名

品
主
義
の
美
術
史
が
、
大
き
な
価
値
を
付
加
し
て
解
説
す
る
〈
様
式
〉
や
〈
図
像
〉
に
つ
い
て
も
、
同
時
代
の
サ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
も

共
通
の
も
の
が
見
出
さ
れ
る
以
上
、
あ
ま
り
に
も
、
い
わ
ゆ
る
〈
傑
作
〉
の
み
に
特
権
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
本

質
的
な
近
代
批
判
が
根
底
に
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
加
え
て
、
美
的
対
象
と
し
て
〈
美
術
〉
の
枠
組
に
取
り
込
ま
れ
た
美
術
作
品
に

二
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は
、
本
来
、
社
会
生
活
の
中
で
機
能
し
た
、
い
わ
ば
道
具
と
し
て
の
実
用
的
側
面
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
森
狙
仙
（
生
没
年
不
詳
）

の
十
八
番
で
あ
る
〈
猿
侯
図
〉
や
中
井
藍
江
に
よ
る
〈
群
鹿
図
〉
な
ど
が
、
立
身
出
世
や
金
儲
け
に
繋
が
る
縁
起
の
よ
い
画
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
大
坂
の
商
家
で
人
気
を
博
し
た
事
実
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
研
究
に
も
大
き
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
様
式
論
に
よ
る
美
術
史
の
古
め
か
し
さ
を
衝

い
た
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
逆
に
様
式
論
が
縦
横
に
論
じ
た
広
い
研
究
領
域
を
放
棄
し
、
論
じ
る
対
象
を
狭
め
つ
つ
あ
る
、
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
長
所
は
常
に
短
所
と
背
中
合
わ
せ
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
美
術
作
品
に
は
物
語

や
象
徴
的
意
味
や
寓
意
を
表
現
す
る
絵
画
の
み
な
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
具
象
的
な
図
像
を
用
い
て
い
な
い
非
対
象
的
な
絵
画
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
工
芸
品
に
至
っ
て
は
、
そ
の
大
半
が
図
像
を
持
た
な
い
シ
ン
プ
ル
な
色
と
形
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
近
年
、

様
式
論
は
も
う
古
い
、
と
い
う
言
い
方
が
な
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
様
式
論
ほ
ど
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
膨
大
な
作
品
群
を
研

究
対
象
に
採
り
上
げ
た
方
法
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
古
代
・
中
世
の
土
器
や
そ
の
他
の
工
芸
品
は
い
う
に
及
ば

ず
、
二
十
世
紀
の
前
衛
美
術
の
中
に
も
、
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
を
は
じ
め
、
広
義
の
様
式
論
が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
美
術
作
品
は
膨

大
に
あ
る
。
た
だ
し
、
様
式
論
一
点
張
り
の
美
術
史
は
、
当
該
の
色
や
形
を
理
解
す
る
に
し
て
も
、
あ
ま
り
に
も
一
面
的
で
あ
っ
て
、

精
緻
に
様
式
を
論
じ
て
い
る
は
ず
が
、
作
品
の
背
後
に
存
在
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
を
深
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
何
時

し
か
様
式
の
理
解
を
間
違
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、
そ
こ
に
は
、
作
品
を
目
の
前
に
し
て
形
態
分
析
を
行

う
こ
と
ほ
ど
、
客
観
的
で
実
証
的
な
学
問
的
態
度
は
な
い
、
と
い
う
無
邪
気
な
思
い
込
み
が
存
在
し
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

新
し
い
美
術
史
学
は
、
様
式
論
の
そ
う
し
た
素
朴
な
弱
点
を
暴
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
蛇
足
な
が
ら
、
様
式
論
に
つ
い
て
い
え
ば
、
日

本
美
術
史
研
究
に
お
い
て
は
、
様
式
論
的
な
研
究
は
、
西
洋
美
術
史
研
究
ほ
ど
、
実
の
と
こ
ろ
徹
底
し
て
な
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
作
品

に
よ
っ
て
は
本
格
的
な
様
式
論
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
加
え
て
、
様
式
論
と
は
逆
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析
を
武
器
に
解
釈
を

美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1

二
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美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
ー

行
う
制
度
論
や
文
化
研
究
の
場
合
、
多
様
な
美
術
作
品
を
採
り
上
げ
な
が
ら
も
、
そ
の
結
論
は
、
色
や
形
を
め
ぐ
る
様
式
に
つ
い
て
の

読
み
の
浅
さ
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
大
差
の
な
い
概
念
的
な
結
論
に
落
ち
着
く
と
い
う
弱
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
全
体
と
し
て
、
単

純
化
さ
れ
た
演
繹
的
な
学
問
に
陥
り
易
い
欠
点
を
示
す
場
合
が
多
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
美
術
作
品
の
研
究
は
、
個
々
の
作
品
自
体
か
ら
展
開
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
生
じ
る
。

本
来
、
美
術
史
学
と
は
個
々
の
作
品
の
個
別
性
を
論
じ
る
帰
納
的
な
性
格
の
強
い
学
問
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
要
す
る
に
‘
―
つ
の
理
論

で
多
様
な
美
術
作
品
を
一
刀
両
断
に
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
、
大
き
な
疑
問
が
残
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
極
端
に
い
え
ば
、
百

の
作
品
に
対
し
て
は
、
百
の
異
な
る
研
究
態
度
（
方
法
）
が
要
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
複
雑
な
図
様
を
表
す
絵
画
も
あ
れ
ば
、
非
対

象
の
抽
象
絵
画
や
彫
刻
、
あ
る
い
は
大
半
が
か
た
ち
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
工
芸
作
品
も
存
在
す
る
。
社
会
的
に
重
要
な
意
味
を
担

う
作
品
も
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
岡
田
半
江
ら
の
文
人
画
の
研
究
で
は
、
作
品
の
形
式
以
外
の
社
会
的
人
間
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効

で
あ
り
、
幕
末
期
の
復
古
大
和
絵
派
の
浮
田
一
意
（
一
七
九
五
ー
一
八
五
九
）
の
作
品
で
は
、
伝
記
的
知
識
を
駆
使
し
て
論
じ
る
必
要

が
あ
る
(17)

。
ま
た
、
色
と
形
の
造
形
を
徹
底
し
て
追
及
し
た
日
本
美
術
院
の
小
林
古
径
(
-
八
八
三
ー
一
九
五
七
）
ら
の
日
本
画
の
研

究
で
は
、
様
式
分
析
を
効
果
的
に
用
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
加
え
て
、
月
岡
雪
鼎
（
一
七
一

0

|

―
七
八
六
）
や
墨
江
武
禅
（
一

七
三
四
ー
一
八

0
六
）
ら
の
粘
り
の
あ
る
艶
冶
な
風
俗
画
を
理
解
す
る
に
は
、
隠
さ
れ
た
春
画
の
存
在
を
想
定
し
つ
つ
、
人
間
の
欲
望

と
理
想
と
の
葛
藤
を
鍵
と
し
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
美
術
史
学
の
方
法
と
は
、
も
と
も
と
研
究
対
象
で
あ
る
個
々
の

作
品
に
内
在
し
て
い
る
特
質
に
即
し
て
生
み
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
実
証
的
な
美
術
史
学
と
、
理
論
研
究
と
し
て
の
芸

術
学
の
違
い
が
こ
こ
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
美
術
史
家
も
時
代
の
子
で
あ
る
の
で
、
実
証
的
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
時
代
が
要
請
す
る

方
法
に
無
意
識
の
う
ち
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
時
代
の
制
約
の
中
で
、
徹
底
し
た
個
別
性
の
研
究
を
行
う

の
が
美
術
史
学
だ
と
い
っ
て
お
き
た
い
。
一
美
術
史
学
の
研
究
は
、
個
人
作
家
の
研
究
の
場
合
で
も
、
あ
る
い
は
同
時
代
の
作
品
群
の
研

ニ
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究
に
し
ろ
、
最
終
的
に
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
の
作
成
に
向
か
う
の
が
本
道
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
美
術
史
家
は
、

徹
頭
徹
尾
、
作
品
に
密
着
し
て
、
既
成
の
方
法
論
、
あ
る
い
は
一
定
の
限
ら
れ
た
方
法
論
を
避
け
て
研
究
を
行
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い

が
、
し
か
し
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
。
少
し
油
断
を
す
る
と
、
流
行
の
方
法
論
に
足
下
を
掬
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
学
問

に
は
流
行
が
あ
っ
て
、
お
よ
そ
十
年
周
期
で
次
の
〈
新
し
い
〉
方
法
が
登
場
す
る
と
い
う
現
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、

若
い
研
究
者
の
場
合
、
や
っ
か
い
な
問
題
が
浮
上
す
る
。
作
品
体
験
の
積
み
重
ね
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
真
贋
や
評
価
の
問
題

に
手
を
出
し
に
く
い
た
め
、
若
手
の
研
究
者
は
、
論
理
で
押
せ
る
理
論
的
研
究
、
あ
る
い
は
図
像
解
釈
に
限
定
し
た
研
究
、
そ
し
て
新

し
い
と
感
じ
ら
れ
る
流
行
の
方
法
に
向
か
い
が
ち
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
も
っ
て
生
ま
れ
た
気
質
と
い
う
こ
と
も
左
右
す
る
の

で
、
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
や
は
り
年
輩
の
美
術
史
家
に
よ
る
適
切
な
助
言
と
激
励
が
必
要
で
あ
り
、
作
品
体
験
の
質
と
幅
を
出
来

る
限
り
拡
大
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
近
年
の
学
会
の
動
向
に
触
れ
て
お
く
と
、
い
つ
し
か
若
手
研
究
者
の
登
竜
門
と
な
っ
た
美
術
史
学
会
な
ど
で
発
表
さ
れ
る

研
究
は
、
精
緻
で
は
あ
る
が
、
日
本
美
術
史
全
体
を
見
渡
す
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
欠
け
る
場
合
が
多
く
、
研
究
対
象
の
こ
れ
以
上
の

細
分
化
は
、
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
、
の
感
を
拭
え
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
美
術
史
学
は
、
ど
こ
ま
で
も
緻
密
さ
を
追
求
し
て
、

研
究
対
象
を
徹
底
的
に
細
分
化
す
る
に
至
っ
た
。
学
会
発
表
に
際
し
て
、
で
き
る
だ
け
批
判
を
受
け
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
配
慮
も
働

い
て
、
細
分
化
は
止
ま
る
所
を
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
過
度
の
細
分
化
に
よ
る
緻
密
さ
は
、
日
本
美
術
史
全
体
か
ら
み
て
、
逆
に
緻
密

さ
を
欠
く
危
険
を
学
む
こ
と
に
な
る
。
常
に
全
体
あ
っ
て
の
細
部
で
あ
る
こ
と
は
、
今
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
理
想
的
に
い
え

ば
、
日
本
美
術
史
家
は
、
古
代
か
ら
現
代
美
術
ま
で
、
一
応
す
べ
て
の
時
代
に
わ
た
っ
て
研
究
を
行
う
姿
勢
を
保
持
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
今
日
で
は
、
日
本
美
術
の
狭
い
枠
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、
中
国
や
朝
鮮
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
や
中
近
東
ま
で
視
野
を
広

げ
て
日
本
美
術
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
日
本
美
術
史
研
究
に
は
、
東
ア
ジ
ア
美
術
史
と
い
う
枠

美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
ー

二
九



五 美
術
史
学
と
は
何
か
—
日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て1

組
ぐ
ら
い
は
必
要
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
戦
後
に
展
開
し
た
一
国
主
義
に
よ
る
、
い
わ
ば
鎖
国
的
な
日
本
美
術
史
研
究
は
、
今
後
の
国

際
化
の
潮
流
の
中
で
、
徐
々
に
崩
壊
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
は
、
日
本
・
中
国
の
関
係
か
ら
い
っ
て
も
、
泉
必
東
（
生

年
不
詳
ー
一
七
六
四
）
や
葛
蛇
玉
（
一
七
三
五
ー
一
七
八

0
)
、
そ
し
て
林
聞
苑
（
生
没
年
不
詳
）
や
田
結
荘
千
里
(
-
八
一
五
ー
一
八

九
六
）
ら
の
絵
画
に
も
照
明
を
あ
て
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

蛇
足
な
が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
美
術
史
学
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
学
術
論
文
と
い
う
型
に
は
ま
っ
た
形
式
に
も
、

長
所
と
短
所
が
あ
る
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
う
少
し
型
の
違
っ
た
美
術
研
究
、
あ
る
い
は
評
論
を
奨
励
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
戦
後
の
美
術
史
学
と
学
会
の
長
所
と
弱
点
が
こ
こ
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
美
術
批
評
家
の
加
藤
一
雄
や
文
化

史
家
の
西
山
松
之
助
氏
の
研
究
な
ど
を
読
み
返
し
て
参
考
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
古
代
の
奈
良
と
い
う
文
化
的
背
景
を
抱
え

て
、
反
近
代
の
立
場
を
鮮
明
に
し
た
保
田
輿
重
郎
の
著
作
な
ど
も
、
い
さ
さ
か
極
端
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
傾
斜
す
る
場
合
が
あ
る
に
し

て
も
、
改
め
て
検
討
す
ぺ
き
対
象
で
あ
る
。
戦
後
の
美
術
史
研
究
に
つ
い
て
は
、
文
体
一
っ
例
に
挙
げ
て
も
、
無
駄
の
な
い
明
晰
か
つ

闊
達
な
文
章
が
基
本
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
研
究
論
文
と
は
い
え
、
皆
が
皆
、
味
気
の
な
い
、
い
わ

ゆ
る
〈
学
問
的
〉
文
体
に
向
か
う
必
要
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
、
も
う
少
し
美
し
い
日
本
語
、
あ
る
い
は
個
性
的
な
文
体
に
よ
る

叙
述
が
あ
っ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。

誤
解
が
な
い
よ
う
に
述
べ
て
お
く
が
、
こ
こ
で
私
は
美
術
史
学
、

と
り
わ
け
日
本
美
術
史
学
が
、
理
論
的
な
芸
術
学
に
接
近
あ
る
い

゜



は
融
合
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
偏
狭
な
議
論
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
私
の
立
場
は
む
し
ろ
逆
で
あ
る
。
た
だ
し
、
美
術
作

品
と
い
う
個
別
的
な
〈
も
の
〉
が
存
在
す
る
以
上
、
美
術
史
学
独
自
の
基
礎
研
究
と
い
う
基
盤
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

基
礎
研
究
は
徹
底
し
て
行
う
べ
き
で
、
そ
れ
自
体
に
学
問
的
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
美
術
作
品
を
研
究
対
象
に
し
よ
う
と
す
る
芸
術
学

は
、
美
術
史
的
な
基
礎
研
究
を
着
実
に
取
り
込
ん
で
展
開
す
れ
ば
、
さ
ら
に
豊
か
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

日
本
美
術
史
学
は
、
日
本
美
術
史
研
究
全
体
の
視
野
に
立
っ
て
い
え
ば
、
芸
術
学
的
な
方
法
を
積
極
的
に
採
り
入
れ
る
こ
と
で
、
新
し

い
作
品
理
解
を
生
み
出
す
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
。
要
す
る
に
、
日
本
美
術
史
学
と
芸
術
学
と
の
連
携
で
い
え

ば
、
近
年
の
芸
術
学
と
し
て
の
美
術
研
究
の
目
覚
し
い
成
果
を
如
何
に
抱
え
込
む
か
、
と
い
う
問
題
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
美
術
史
学

の
最
重
要
の
課
題
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
ま
り
に
も
狭
く
固
定
さ
れ
た
従
来
の
日
本
美
術
史
研
究
は
、
文
学
や
博
物
学
な

ど
の
美
術
史
学
周
辺
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
領
域
を
も
巻
き
込
ん
で
、
新
し
い
学
問
と
し
て
蘇
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
繰
り
返
し
述
べ
る
が
、

日
本
美
術
史
学
と
芸
術
学
と
に
限
定
し
て
述
べ
る
と
、
今
後
は
、
〈
基
礎
研
究
と
し
て
の
日
本
美
術
史
学
〉
と
〈
芸
術
学
と
し
て
の
美
術

研
究
〉
と
の
す
り
合
わ
せ
の
可
能
性
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
実
は
大
変
困
難
な
課
題
で
あ
っ
て
、
や
や
も
す
れ
ば
、
羮

に
懲
り
て
膳
を
吹
く
よ
う
に
、
陰
路
に
迷
い
込
ん
で
、
一
方
が
他
方
を
否
定
す
る
こ
と
で
大
い
に
成
果
が
上
が
る
、
と
い
う
錯
覚
も
生

じ
や
す
い
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
、
現
在
以
上
に
美
術
作
品
の
自
立
性
が
強
調
さ
れ
た
時
期
に
、
様
式
論
一
点
張
り
の
立
場
が
、
他
の
方

法
を
一
段
低
く
見
下
し
た
の
と
同
様
に
、
今
度
は
、
新
し
い
美
術
研
究
が
、
執
拗
に
様
式
論
を
排
除
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
立
場
を
際

立
た
せ
、
そ
れ
が
新
し
い
学
問
で
あ
る
と
思
い
込
む
誤
謬
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
美
術
史
学
あ
る
い
は
美
術
作
品
の
研
究
は
、
出
来
る

限
り
多
様
な
思
考
方
法
を
駆
使
し
て
進
め
る
方
が
、
豊
か
な
成
果
に
繋
が
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
美
術
史
研
究
は
、

過
去
に
展
開
し
た
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
縦
横
に
引
っ
張
り
出
し
て
行
う
方
が
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
新
し
い
日
本
美
術
史
学
の

〈
先
端
的
な
〉
成
果
は
、
美
術
史
学
と
芸
術
学
と
の
巧
妙
な
合
体
に
あ
る
、
と
だ
け
い
っ
て
お
き
た
い
。

美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1



美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
ー

戸

最
後
に
、
日
本
美
術
の
評
価
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
て
み
た
場
合
、
大
坂
画
壇
の
絵
画
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、

「
模
倣
（
粉
本
）
に
よ
る
人
間
同
士
の
交
歓
の
絵
画
」
、
「
私
淑
を
含
む
人
と
人
と
の
交
流
の
絵
画
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
想
起
さ
れ

る
。
そ
の
点
で
は
、
木
村
莱
蔑
堂
と
大
坂
画
壇
の
画
家
た
ち
、
あ
る
い
は
紀
州
の
野
呂
介
石
（
一
七
四
七
ー
一
八
二
八
）
と
奥
田
元
継

と
い
う
よ
う
に
、
日
本
各
地
の
画
家
た
ち
と
儒
者
た
ち
と
の
交
流
と
い
う
問
題
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
中
で
も
、
大
坂
を
は
じ
め
と

す
る
各
地
の
画
帖
類
や
寄
せ
書
き
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
人
と
人
と
の
意
外
な
繋
が
り
を
示
す
点
で
興
味
深
い
(18)

。
そ
こ
で
は
、
岡
田

半
江
は
い
う
に
及
ば
ず
、
八
木
巽
慮
（
一
七
七
一
ー
一
八
三
六
）
や
中
井
藍
江
（
一
七
六
六
ー
一
八
三
〇
）
、
そ
し
て
上
田
公
長
（
一
七

八
八
ー
一
八
五

0
)
ら
の
絵
画
の
価
値
も
言
及
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
福
原
五
岳
（
一
七
三

0
|
―
七
九
九
）
や
岡
熊
嶽
（
一
七
六

ニ
ー
一
八
三
三
）
と
儒
者
の
細
合
半
斎
や
佐
野
山
陰
と
の
交
流
、
あ
る
い
は
中
村
芳
中
（
生
没
年
不
詳
）
と
俳
諧
の
関
係
も
浮
上
し
て

く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
池
大
雅
の
研
究
に
お
い
て
も
、
大
雅
を
支
え
た
裾
野
と
も
い
う
べ
き
、
愛
石
や
少
林
ら
の
文
人
画
に
つ
い

て
の
研
究
が
、
大
雅
の
絵
画
と
は
何
で
あ
っ
た
か
を
、
よ
り
広
い
視
野
か
ら
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
人
と
人
と
の
交
歓
・

交
流
と
い
う
の
は
、
何
も
大
坂
の
文
人
画
に
限
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
広
く
日
本
美
術
全
体
に
関
わ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
と
も
に
、

文
人
画
の
み
な
ら
ず
、
狩
野
派
や
四
条
派
に
お
い
て
も
あ
て
は
ま
る
特
質
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
た
と
え
ば
、
粉
本
を
縦
横
に
駆
使
し
た

狩
野
常
梅
や
四
条
派
の
西
山
完
瑛
ら
が
描
く
爽
や
か
な
絵
画
、
そ
し
て
親
か
ら
子
へ
と
続
く
人
間
の
交
流
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う

意
味
で
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
活
動
し
た
佐
藤
魚
大
、
1

佐
藤
保
大
、
佐
藤
守
大
、
そ
し
て
二
代
佐
藤
魚
大
ら
の
文
化
史
的

価
値
の
高
い
絵
画
、
加
え
て
近
代
で
は
、
菅
楯
彦
、
北
野
恒
富
(
-
八
八

0
|
―
九
四
七
）
、
生
田
花
朝
(
-
八
八
九
ー
一
九
七
八
）
、

中
村
貞
以
(
-
九

0
0ー
一
九
八
二
）
ら
の
流
派
を
越
え
た
人
間
関
係
に
基
盤
を
お
く
絵
画
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
い
っ
て
、

〈
厳
し
く
選
定
さ
れ
た
普
遍
性
を
も
つ
作
品
〉
と
い
う
評
価
の
基
準
な
ど
は
、
き
わ
め
て
胡
散
臭
く
感
じ
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
さ
ら

に
、
＾
人
と
人
と
の
交
歓
・
交
流
の
絵
画
〉
と
い
う
の
は
、
日
本
美
術
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
中
国
絵
画
に
お
い
て
も
ま
た
当



て
は
ま
る
が
、

で
あ
る
、

し
か
し
、
日
本
近
世
近
代
絵
画
は
、
湿
潤
で
温
雅
繊
細
と
で
も
い
う
し
か
な
い
「
人
と
人
と
の
交
歓
・
交
流
の
絵
画
」

と
い
っ
て
お
き
た
い
。

註

(
I
)
静
岡
県
立
美
術
館
他
編
『
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
ー
明
治
美
術
会
か
ら
太
平
洋
画
会
へ
」
、
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
美
術
展
実
行
委
員
会
、
二

0
0三
年
七

月。

(
2
)
今
橋
理
子
「
展
覧
会
を
め
ぐ
る
江
戸
美
術
と
〈
越
境
〉
」
、
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
六
号
、
醍
醐
書
房
、
二

0
0
二
年
六
月
、
五
六
ー
六
一
頁
。

(
3
)
田
中
英
道
『
日
本
美
術
全
史
」
、
講
談
社
、
一
九
九
五
年
。
文
人
画
に
つ
い
て
は
、
二
七
四
—
三0
四
頁
。

(
4
)
拙
稿
「
耳
鳥
齋
、
あ
る
忘
れ
ら
れ
た
戯
画
作
者
」
、
前
掲
書
「
美
術
フ
ォ

1
ラ
ム
21
』
第
六
号
、
九
一
ー
九
七
頁
。
拙
稿
「
耳
鳥
齋
の
滑
稽
と
虚
無
ー
近
世

大
坂
の
戯
画
」
、
『
笑
い
の
奇
才
耳
鳥
齋
！
ー
近
世
大
坂
の
戯
画
』
、
伊
丹
市
立
美
術
館
、
二

0
0五
年
四
月
、
四
ー
一
―
頁
。

(
5
)
橋
爪
節
也
「
大
阪
の
憂
鬱
軽
視
さ
れ
た
II

美
術
都
市
＂
近
世
大
坂
画
壇
研
究
に
思
う
」
、
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
』
創
刊
号
、
醍
醐
書
房
、
一
九
九
九
年

十
一
月
号
、
六
六
頁
。

(
6
)
狩
野
博
幸
「
江
戸
時
代
は
江
戸
時
代
」
、
同
書
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
創
刊
号
、
一
―
九
頁
。

(
7
)
岡
倉
天
心
『
日
本
美
術
史
j

、
平
凡
社
、
二

0
0
一
年
一
月
、
ニ
―
一
ー
ニ
―
二
頁
。

(
8
)
拙
稿
「
伝
常
信
・
常
梅
（
力
）
・
常
元
・
常
俊
及
び
永
岳
の
障
壁
画
」
、
『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
五
号
、
関
西
大
学
博
物
館
、
二

0
0
0年
三
月
、

三
六
—
一
三
七
頁
。

(
9
)
辻
惟
雄
「
日
本
美
術
の
見
方
j

（
岩
波
日
本
美
術
の
流
れ
七
）
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
ニ
ー
三
頁
。

(10)
木
村
重
圭
「
京
都
画
家
寄
合
描
押
絵
貼
屏
風
に
つ
い
て
」
、
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
』
第
八
号
、
醍
醐
書
房
、
二

0
0三
年
六
月
、
九
ー
一
七
頁
。

(11)
佐
藤
康
宏
「
若
沖
と
い
う
事
件
」
、
前
掲
書
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
創
刊
号
、
五
九
ー
六
五
頁
。

(12)
林
温
「
美
術
史
家
の
生
と
死
！
〈
一
遍
聖
絵
〉
の
巻
末
は
後
補
？
」
、
前
掲
書
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
八
号
、
七
一
ー
七
五
頁
。

(13)
岡
倉
覚
三
（
村
岡
博
訳
）
『
茶
の
本
』
、
岩
波
文
庫
、
一
九
二
九
年
、
七
一
頁
。

美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1

三



美
術
史
学
と
は
何
か
1

日
本
近
世
近
代
絵
画
と
大
坂
画
壇
の
再
評
価
を
め
ぐ
っ
て
1

(14)
佐
藤
道
信
『
明
治
国
家
と
近
代
美
術
』
、
吉
川
弘
文
館
、
二

0
0
0年。

(15)
小
勝
禰
子
「
美
術
は
『
死
』
に
向
き
合
え
る
か
ー
『
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ
』
再
考
」
、
前
掲
書
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
八
号
、
一
〇
八
ー
―
-
＝
＿
頁
。
パ

ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
「
美
術
史
中
無
尽
蔵
。
男
性
有
り
、
女
性
有
り
・
・
・
」
、
前
掲
書
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
創
刊
号
、
七
ニ
ー
七
七
頁
。

(16)
岸
文
和
「
写
楽
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
か
ー
日
本
美
術
史
と
浮
世
絵
師
イ
メ
ー
ジ
ー
」
、
前
掲
書
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
創
刊
号
、
八
三
ー
八
九

頁
。
岸
文
和
「
魔
除
け
の
メ
デ
ィ
ア
学
ー
白
沢
王
の
絵
は
い
か
に
し
て
鬼
を
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
—
」
、
前
掲
書
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
1」
第
六
号
、
七

六
—
八
六
頁
。

(17)
拙
稿
「
〈
忠
魂
〉
の
絵
師
と
〈
長
篠
合
戦
図
〉
ー
浮
田
一
意
の
生
と
死
」
、
前
掲
書
『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

21
」
第
八
号
、
八
七
ー
九
三
頁
。

(18)
拙
稿
「
大
坂
の
絵
画
・
兼
酸
堂
と
そ
の
周
辺
」
、
『
日
本
思
想
史
学
』
第
三
四
号
、
日
本
思
想
史
学
会
、
二

0
0
二
年
九
月
、
七
ー
一
五
頁
。

[
付
記
]

本
研
究
は
文
部
科
学
省
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
情
報
の
発
信
と
受
容
」
（
代
表
者
・
松
浦
章
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ

る。

ニ
四


